
JP 2005-522010 A5 2006.3.30

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 3月 30日 (2006.3.30)
　
【 公 表 番 号 】 特 表 2005-522010(P2005-522010A)
【 公 表 日 】 平 成 17年 7月 21日 (2005.7.21)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2005-028
【 出 願 番 号 】 特 願 2003-582840(P2003-582840)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｈ ０ １ ＭＨ ０ １ ＭＨ ０ １ ＭＨ ０ １ ＭＨ ０ １ ＭＨ ０ １ ＭＨ ０ １ ＭＨ ０ １ Ｍ    8/02     (2006.01)   8/02     (2006.01)   8/02     (2006.01)   8/02     (2006.01)   8/02     (2006.01)   8/02     (2006.01)   8/02     (2006.01)   8/02     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｈ ０ １ Ｍ    8/02          Ｅ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 8日 (2006.2.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 燃 料 電 池 組 立 て 用 の 薄 い パ タ ー ニ ン グ さ れ た 触 媒 コ ー テ ィ ン グ 膜 ウ ェ ブ を 別 個 の 膜 シ ー
ト に 自 動 的 に 加 工 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 膜 ウ ェ ブ の 第 １ の 面 が ア ノ ー ド 触 媒 で コ ー テ ィ
ン グ さ れ 、 前 記 膜 ウ ェ ブ の 第 ２ の 面 が カ ソ ー ド 触 媒 で コ ー テ ィ ン グ さ れ 、 前 記 方 法 が 、
　 移 動 可 能 な 真 空 装 置 を 用 い て 、 前 記 膜 ウ ェ ブ の 端 部 部 分 を 第 １ の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 に
輸 送 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 位 置 に お け る そ れ ぞ れ の 第 １ お よ び 第 ２ の 真 空 装 置 を 用 い て 、 か
つ 、 前 記 移 動 可 能 な 真 空 装 置 の 非 作 動 後 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 位 置 で 前 記 膜 ウ ェ ブ の 端
部 部 分 を 固 定 す る 工 程 と 、
　 前 記 膜 ウ ェ ブ 端 部 部 分 の １ つ の 触 媒 パ タ ー ン と 隣 接 し た 触 媒 パ タ ー ン と の 間 に 規 定 さ れ
た 間 隙 内 で 前 記 膜 ウ ェ ブ を 切 断 し て 、 膜 シ ー ト を 製 造 す る 工 程 と 、
　 前 記 膜 シ ー ト を 所 望 の 配 向 に 位 置 決 め し て 、 前 記 膜 シ ー ト の そ の 後 の 処 理 を 容 易 に す る
工 程 と を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　

、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　

前 記 第 １ の 真 空 装 置 を 用 い て 、 前 記 第 １ の 位 置 で 前 記 膜 ウ ェ ブ の 端 部 部 分 を 固 定 す る 工
程 と 、
　 前 記 移 動 可 能 な 真 空 装 置 を 前 記 第 １ の 位 置 に 移 動 さ せ る 工 程 と 、
　 前 記 移 動 可 能 な 真 空 装 置 を 作 動 さ せ 、 か つ 前 記 第 １ の 真 空 装 置 を 非 作 動 に し て 、 前 記 移
動 可 能 な 真 空 を 用 い る こ と に よ っ て 前 記 膜 ウ ェ ブ の 端 部 部 分 の 輸 送 を 容 易 に す る 工 程 と を
さ ら に 含 む

燃 料 電 池 組 立 て 用 の 薄 い パ タ ー ニ ン グ さ れ た 触 媒 コ ー テ ィ ン グ 膜 ウ ェ ブ を 別 個 の 膜 シ ー
ト に 自 動 的 に 加 工 す る 装 置 で あ っ て 、 前 記 膜 ウ ェ ブ の 第 １ の 面 が ア ノ ー ド 触 媒 で コ ー テ ィ
ン グ さ れ 、 前 記 膜 ウ ェ ブ の 第 ２ の 面 が カ ソ ー ド 触 媒 で コ ー テ ィ ン グ さ れ 、 ウ ェ ブ 取 扱 い モ
ジ ュ ー ル が 、 前 記 膜 ウ ェ ブ の 端 部 部 分 を 提 供 し 、 前 記 装 置 が 、
　 第 １ の 真 空 装 置 お よ び 間 隙 検 出 器 を 含 む ス テ ー ジ ン グ ス テ ー シ ョ ン で あ っ て 、 前 記 間 隙
検 出 器 が 、 前 記 膜 ウ ェ ブ の 触 媒 パ タ ー ン の 間 の 間 隙 を 検 出 し 、 前 記 ス テ ー ジ ン グ ス テ ー シ
ョ ン が 、 前 記 膜 ウ ェ ブ の 端 部 部 分 を 受 取 る 、 ス テ ー ジ ン グ ス テ ー シ ョ ン と 、
　 軸 方 向 に お よ び 回 転 し て 移 動 す る よ う に 制 御 可 能 な 位 置 決 め テ ー ブ ル お よ び 第 ２ の 真 空



。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 水 素 が 、 燃 料 電 池 の ア ノ ー ド 側 に 供 給 さ れ 、 そ こ で 、 触 媒 は 、 、 電 子 を 放 出 し 、
水 素 イ オ ン （ プ ロ ト ン ） に な る こ と を 促 進 す る 。 電 子 は 、 利 用 可 能 な 電 流 の 形 態 で 移 動 し
、 酸 素 が 導 入 さ れ て い る 燃 料 電 池 の カ ソ ー ド 側 に 戻 る 。 同 時 に 、 プ ロ ト ン は 、 膜 を 通 っ て
カ ソ ー ド に 拡 散 し 、 そ こ で 、 水 素 イ オ ン は 、 酸 素 と 再 び 組 合 わ さ れ 、 反 応 し て 水 を 発 生 す
る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ー ジ ン グ ス テ ー シ ョ ン ５ ０ に 近 接 し て 、 間 隙 検 出 器 ７ ４ が 設 け ら れ る 。 間 隙 検 出 器
７ ４ は 、 ス テ ー ジ ン グ ス テ ー シ ョ ン ５ ０ 上 ま た は ス テ ー ジ ン グ ス テ ー シ ョ ン ５ ０ よ り 上 に
取 付 け る こ と が で き る 。 間 隙 検 出 器 ７ ４ は 、 ウ ェ ブ ３ ２ の 隣 接 し た 膜 パ タ ー ン ３ ３ の 間 に
設 け ら れ た 間 隙 ３ ４ を 検 出 で き る よ う に 配 置 さ れ る 。 あ る 構 成 に よ れ ば 、 間 隙 検 出 器 ７ ４
は 、 ス テ ー ジ ン グ ス テ ー シ ョ ン ５ ０ を 横 切 る 膜 ウ ェ ブ ３ ２ の １ つ の 触 媒 パ タ ー ン ３ ３ の 前
進 を 光 学 的 に 検 出 す る 光 検 出 器 を 含 む 。 あ る 特 定 の 構 成 に お い て 、 間 隙 検 出 器 は 、 ス
テ ー ジ ン グ ス テ ー シ ョ ン ５ ０ を 横 切 る 膜 ウ ェ ブ ３ ２ の １ つ の 触 媒 パ タ ー ン ３ ３ の 前 進 を 検
出 す る フ ォ ト ア イ （ ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ － ｅ ｙ ｅ ） を 含 む 。
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装 置 を 含 む 位 置 決 め ス テ ー シ ョ ン と 、
　 カ ッ タ と 、
　 前 記 位 置 決 め ス テ ー シ ョ ン に 設 け ら れ 、 前 記 膜 ウ ェ ブ か ら 切 断 さ れ た 膜 シ ー ト の 配 向 を
検 出 す る 視 覚 シ ス テ ム と 、
　 真 空 チ ャ ッ ク を 含 み 、 少 な く と も 前 記 ス テ ー ジ ン グ ス テ ー シ ョ ン と 前 記 位 置 決 め ス テ ー
シ ョ ン と の 間 で 移 動 可 能 で あ る ロ ボ ッ ト と 、
　 前 記 ロ ボ ッ ト に 、 前 記 真 空 チ ャ ッ ク に お け る 真 空 を 用 い て 、 前 記 膜 ウ ェ ブ の 端 部 部 分 を
前 記 ス テ ー ジ ン グ ス テ ー シ ョ ン か ら 前 記 位 置 決 め テ ー ブ ル に 輸 送 さ せ る よ う に プ ロ グ ラ ム
さ れ 、 前 記 カ ッ タ に 、 触 媒 パ タ ー ン 間 の 間 隙 内 で 前 記 膜 ウ ェ ブ を 切 断 さ せ る と き に 、 前 記
第 １ お よ び 第 ２ の 真 空 装 置 な ら び に 前 記 真 空 チ ャ ッ ク の 真 空 を 選 択 的 に 作 動 さ せ た り 非 作
動 に し た り す る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ 、 か つ 、 前 記 膜 シ ー ト の そ の 後 の 処 理 を 容 易 に す る
た め に 前 記 膜 シ ー ト が 所 望 の 配 向 に 移 動 さ れ る よ う に 前 記 位 置 決 め テ ー ブ ル の 移 動 を 制 御
す る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ る 制 御 装 置 と を 含 む 、 装 置

水 素 が

７ ４
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